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研究成果の概要（和文）：本研究は、集団が伝承や伝統を通して暗黙裡に共有する「集合的記憶」の概念を、数
理物理学から生まれた「確率共鳴」理論や神経科学における身体の内受容感覚モデルを応用し、世代を超えた
｢記憶の共有｣という現象を、｢共振・共鳴｣という身体現象を指標として考察した。メンバーがみな互いに異なる
領域をフィールドとするため、毎年研究会を継続し、それぞれの知見を交換しあうと共に、その成果は、毎年メ
ンバーが各自国際研究集会で発表してきた。最終年度の成果として、メンバーの一人は国際研究集会における発
表に対し受賞し、代表者が編者となって平成30年度研究成果公開促進費（学術図書）の助成を受け、論集（総
580頁）を刊行した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we apply the concept of "collective memory", which is the 
memory that groups share implicitly through tradition and tradition, the "Stochastic Resonance" 
theory that was born from mathematical physics, and the body's internal perception model in 
neuroscience. The phenomenon of "memory sharing" beyond generations was considered using the 
physical phenomenon of "resonance and resonance" as an index.

研究分野： 思想史

キーワード： 集合的記憶　確率共鳴

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
集合的記憶が問題となるのは、戦争の記憶やその継承において、集団における記憶の共有が共同性の礎をつくる
のか、それとも共同性が記憶の共有を可能とするのかという問いを提起するからである。私たちは、自分が生い
育った文化的空間の中で、無自覚のうちに多くの記憶を背負っている。そのために、心理的のみならず、身体的
な観点からも、共鳴という現象を考察する必要があるのである。身体受容感覚における生成モデルや確立共鳴理
論への参照は、政治的イデオロギーや「民族」などナショナルな枠組みとは別の形で記憶の継承を論じる可能性
を開くという点で、新しい視座を獲得するものであった。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景	 フランスでは 1980年代よりピエール・ノラが主導する「記憶の場」
プロジェクトが進められ（Nora, Pierre: Les Lieux de mémoire, 1984-1992）、ドイツ語圏ではヤン・
アスマンがこの概念を「文化的記憶」と「コミュニケーション的記憶」に分類して発展させて
おり(Assmann, Jan: Das kulturelle Gedächtnis. Schrift, Erinnerung und politische Identität in frühen 
Hochkulturen, 1992)、1980年代以降「集合的記憶」という概念は特定の学問領域を超えて広ま
っていった。彼らの仕事は日本では 1998年以降紹介されていった。社会学や社会心理学の分野
では国内外を問わず、集合的記憶概念はマイノリティ問題や政治的案件と結びつけて論じられ
ることが多かった。 
 
２．研究の目的	 本研究は身体受容感覚に関する認知神経科学の知見を踏まえ、個人もしくは
集団における記憶の伝達と復元、そして変奏という問題を、確率共鳴理論を参照することによ
り考察することを目的とした。その際、「通信とは、ある地点で選択されたメッセージが別の
地点で正確に､あるいは近似的に復元できること」とするシャノンの情報理論を､身体と集団の
双方に応用することによって、記憶の潜伏という現象について考察するために、生成モデルの
援用を検討することとした。 
 
３．研究の方法	 研究を進めるに当たって､以下の三つを柱とした。①生成モデルの検討と応用。
自覚されず意識されない受容感覚が意識におよぼす影響という観点から、記憶の共有について
考察する。②集合的記憶の形成と変奏の考察に参照しうる三つの観点。「情報の正確もしくは
近似的な復元」という問題について、1)スパースな情報、2)ノイズ、3)遅れ、に注目し、ノイ
ズや遅れを内包したシステムを記述する確率共鳴理論や「情報の流れ」という知識観・世界観
を踏まえて、集団における記憶の伝達と受容、変奏、忘却について考察する。③遠隔作用とい
う観点の応用。幾世代も隔てた後の想起という現象を考察する。毎年度 5回程度研究会を開催
し､各分野からの講師を招聘して多角的な議論の場を設ける。	
 
４．研究成果	 本研究は、集団が伝承や伝統を通して暗黙裡に共有する記憶という「集合的記
憶」の概念を、数理物理学から生まれた「確率共鳴」理論や神経科学における身体の内受容感
覚モデルを応用し、世代を超えた｢記憶の共有｣という現象を、｢共振・共鳴｣という身体現象を
指標として考察してきた。集合的記憶が問題となるのは、たとえば戦争の記憶やその継承にお
けるように、集団における記憶の共有が共同性の礎をつくるのか、それとも共同性が記憶の共
有を可能とするのかという問いを提起するからである。身体受容感覚におけるモデルや確立共
鳴理論は、イデオロギーや「民族」という概念とは別に、記憶の伝播・感染を論じるという点
で、新しい視座を開拓するものであった。3年の間に、三度研究会を 10回開催し、それぞれの
知見を交換しあうと共に、公開シンポジウム（代表者企画）１件を含めて成果発表 40件（（う
ち招待講演 7件、国際学会 17件）、論文２４件（うち国際ジャーナル１件、査読付き８件、オ
ープンアクセス６件）などの成果を公表した。メンバーの一人は国際研究集会における発表に
対し Best Paper Awardを受賞し、また、メンバーの共著者が Young Author Awardを受賞、
さらに別のメンバーも共著者が学術大会特別優秀発表賞を受賞するなどした。また、代表者が
編者となって、平成 30 年度研究成果公開促進費（学術図書）による助成を受けて、論集（総
580 頁）を刊行した。さらにメンバーの一人は、共編著の論集を刊行、また別の一人は単著を
刊行した。これらと並行して、これまでの成果を踏まえて、今後のさらなる展開に向けて、問
題設定や視野の拡大の可能性についても論じ合った。それを受けて、後継プロジェクトとして
新たな研究課題を設定し、企画することができた。 
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